
め
い

じ

だ
い
が
く

き

ね
ん
か
ん
ま
え

茎
Ｔ

明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡

所
在
地
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
一
一
月
１

一
九
九
六
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
小
林
三
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

明
治
大
学
の
あ
る
神
田
駿
河
台
の
地
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
駿
府
の
地

に
お
い
て
徳
川
家
康
に
仕
え
た
旗
本
た
ち
が
、
家
康
の
死
後
、
江
戸
へ
移
っ
た

際
に
与
え
ら
れ
た
土
地
で
あ
る
。

大
学
構
内
の
再
開
発
に
伴
う
発

掘
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
記
念

館
及
び

一
号
館
の
敷
地
を
、
現

存
す
る
数
枚
の
絵
図
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
み
る
と
、
南
側
は
幕

末
ま
で
中
坊
家
の
屋
敷
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
坊
家
は

室
町
時
代
に
は
足
利
将
軍
家
に
、

3  2  1

大
坂
夏
の
陣

。
冬
の
陣
で
は
家
康
に
仕

え
た
家
柄
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は

四
千
石
の
大
身
の
旗
本
と
し
て
奈
良
奉

行
を
は
じ
め
、
駿
府
町
奉
行
や
日
光
奉

行
と
い
っ
た
遠
国
奉
行
を
務
め
る
家
柄

で
あ
っ
た
。
中
坊
家
が
駿
河
台
の
地
に

屋
敷
を
拝
領
し
た
時
期
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
爾
来
幕
末
に
至
る
ま
で
の
お
よ

そ
三
百
年
間
こ
の
地
に
屋
敷
を
構
え
て

い
る
。　
一
方
、
北
側
は
土
地
の
傾
斜
に

沿
っ
て
雛
段
状
に
隣
接
す
る
三
軒
の
旗

本
屋
敷
で
あ
っ
た
。
そ
の
拝
領
者
は
時

代
と
と
も
に
変
遷
す
る
が
、
い
ず
れ
も

石
高
五
百
石
以
下
の
旗
本
で
あ
る
。

本
遺
跡
の
調
査
成
果
は
現
在
整
理
作

業
の
途
中
で
あ
り
、
詳
細
は
今
後
の
分

析
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

は
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
七
点
に
つ
い

て
、
現
段
階
に
お
い
て
述
べ
得
る
範
囲

で
紹
介
す
る
。

調
査
区
は
屋
敷
の
境
を
な
し
て
い
た

(東京東北部)

前遺跡全体図
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と
考
え
ら
れ
る
溝
に
よ
っ
て
、
南
側
と
北
側
と
に
分
け
ら
れ
る
。
南
側
の
調
査

区
で
は
、
二
六
号
遺
構
か
ら
い
②
が
出
上
し
た
。
二
六
号
遺
構
は
長
軸

一
・
五

ｍ
、
短
軸

一
。
一
ｍ
、
深
さ

一
・
二
ｍ
の
不
定
形
を
呈
す
る
土
坑
で
あ
る
。
木

簡
の
他
、
陶
磁
器

。
土
器

。
木
製
品
が
出
土
し
た
。
磁
器
は
全
て
肥
前
製
で

一

七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
の
製
品
で
あ
る
。
陶
器
は
肥
前
製
の
他
に
、

瀬
戸
も
し
く
は
美
濃
製
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
磁
器
と
同
様
に

一
七
世
紀
後

半
か
ら

一
人
世
紀
前
半
の
製
品
で
あ
る
。
木
製
品
に
は
曲
物
や
箸
、
漆
器
椀
、

羽
子
板
な
ど
が
あ
る
。

北
側
の
調
査
区
で
は
、
三
二
四
号
遺
構
と
三
四
五
号
遺
構
か
ら
木
簡
が
出
土

し
た
。
①
い
が
出
上
し
た
三
二
四
号
遺
構
は
、
長
軸
三

。
Ｏ
ｍ
、
短
軸

一
・
八

ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
の
不
整
な
長
方
形
を
呈
す
る
土
坑
で
あ
る
。
出
土
し
た
陶

磁
器
か
ら
、
そ
の
廃
棄
年
代
は

一
人
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

木
簡
は

一
三
点
出
土
し
た
。

働
１
０
が
出
土
し
た
三
四
五
号
遺
構
は
、　
一
辺
三

・
三
ｍ
、
深
さ

一
・
四
ｍ

の
土
坑
で
あ
り
、
本
遺
跡
の
な
か
で
も
遺
物
量
が
最
も
多
い
遺
構
の

一
つ
で
あ

る
。
木
簡
は
九
点
出
土
し
た
。
三
四
五
号
遺
構
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
は
い
ず

れ
も

一
人
世
紀
前
半
の
製
品
で
あ
る
。
磁
器
は
全
て
肥
前
製
、
陶
器
は
瀬
戸
も

し
く
は
美
濃
製
の
も
の
の
他
に
、
京
焼
の
製
品
も
み
ら
れ
る
。
特
に
京
焼
の
椀

の
中
に
は
、
絵
付
に
元
文
四
年

（
一
七
一一元
）
の
天
文
暦
が
施
さ
れ
た
も
の
が

一
点
あ
り
、
遺
構
の
廃
棄
年
代
を
推
定
す
る
際
の
指
標
と
な
る
。
ま
た
焼
塩
壷

に
は

「
サ
カ
イ
／
泉
州
磨
生
／
御
塩
所
」
の
刻
印
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ

絵図 発行 北側居住恕 1) 北側居住者(2) 北側居住者(3) 南側居住者

「駿河台小川町図」 明和元(1764) 水野清蔵 大久保喜右衛円 東條猪兵衛 中坊左近

「新編江戸安見図」 弘化 5(1848) 水 ノ 大クボ トウテウ 中ノボウ

「駿河台小川町図」 嘉永 3(1850) 堀三左街門 大久保喜右衛門 亀井吉十郎 中坊陽之助

「骸河台小川町図」 慶応元 (1865) 濤口五左衛門 大久県嘉左衛門 亀井与一郎 中坊陽之助

明治大学記念館



の
資
料
は
府
内
城
三
の
九
遺
跡
の
出
土
例
か
ら
、　
一
七
四
〇
年
代
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
四
五
号
本
遺
構
か
ら
は
羅
宇
や
曲
物
、
下
駄
と
い
っ

た
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
五
六
点
の
漆
器
椀
は
、
該
期

の
什
器
組
成
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

量
六
号
遺
構

ω
　
。
「　
江
戸
駿
河
台

。
　
　
中
坊
長
兵
衛
荷
物
　
弐
拾
弐
〔印
が
内

い
　
。
「　
御
部
や

ｏ
御
茶
ノ
ロ
ロ
ロ

同
と
□
か
い
　
」

。
「　
御
部
や

ｏ
御
茶
之
間

両
所
　
　
　
　
」

三
四
五
号
遺
構

〔
延
享
ヵ
〕

働
　
。
「　
　
□
□
四
年
【右
ヵ
〕

。　
　
東条評鉱綸瑚剤椛醐

卯
六
月
　
　
　
　
　
　
」

Ｌ

彙

条
平
右
衛
門

嚇

ヵ
）

」

〔左
ヵ
〕

辻
七
右
衛
門

辻
理
右
衛
門

（］
ωＯ
）
×
μφ
×
『
　
ｏ
μΦ

μ
］
∞
×

］
呻
×

ヽ
　

ｏ
解
］

（
Ｐ
『
〇
）
×
ヽ
Ｐ
×
Ｏ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

。

搭
質
蝕
辟
舒
ヵ〕

②
　
。「中
坊
長
兵
衛〔酌
融
ヵ〕
　
」

。
「
④

木 木
〔鸞

衛
荷
勒
」

三
二
四
号
遺
構

●

　
・
□
葛
下
郡
如
意
村

和
田
甚
右
衛
門
」

。
大
坂
払
　
　
　
　
」

μ
］
９
×

『
卜
×

い
卜
　

ｏ
ド
μ

「本
多
備
前
守
」

「　
東
條
平
助
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ卜粟
Ｐ受
事

９
Ｐ

「
＜
東
條
源
五
郎
様
」

〔嶋
ヵ
〕

「
＜

中
□
」

μ
卜
⇔
×

〕
Ｐ
×

『
　

ｏ
∞
］

二
六
号
遺
構
か
ら
出
土
し
た
い
②
は
と
も
に
ほ
ぼ
完
形
品
で
、
文
字
の
残
り

も
良
好
で
あ
る
。
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
二
六
号
遺
構
は
調
査
区
の
南
側
に

あ
た
り
、
幕
末
ま
で
中
坊
家
の
屋
敷
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
出
土
し
た
二

点
の
木
簡
に
も
中
坊
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。
い
は
表
側
に

「中
坊
長
兵
衛
荷

(7)

Φ
Ｐ
Ｘ
卜
Φ
×
Φ
や
　
ｏ
μ
μ
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日
田
圏
田
円
□

Ⅸ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ⅵ
ｕ
　
０

日
日
旧
円
日
□

∩
圏

闊

聞

日

――

日

Ｈ

ｕ

∩
日

日

ｍ

日

日

日

Ｈ

Ｕ

Ｏ

″

ホ
Ｈ

一

日

日

日

日

日

□



物
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
坊
長
兵
衛
の
屋
敷
に
持
ち
込
ま
れ
た
物
品
の
荷
札

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
裏
面
の
辻
七
左
衛
門
ら
二
名
が
、
こ
の
荷
物
を

駿
河
台
の
中
坊
屋
敷
に
送
っ
た
送
り
主
で
あ
ろ
う
。
辻
七
左
衛
門
は
中
坊
家
の

家
老
で
あ
っ
た
。
裏
面
の

「□
壱
桶
貫
目
弐
貫
弐
百
目
」
が
、
荷
物
の
内
容
を

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
品
目
名
の
□
は
、
蔦
、
あ
る
い
は
草
冠
に
馬
と
書

い
て

〃ま
ぐ
さ
″
の
意
を
表
わ
そ
う
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
三
二
個
の
荷
物

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た

「小
橋
茂
兵
衛
〔酬
肥
回
焦
酌
梵
と
あ
る
が
、
小

橋
茂
兵
衛
は
屋
敷
内
の
長
屋
の
住
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
②
も
中
坊
長

兵
衛
屋
敷
宛
の
荷
物
の
荷
札
で
あ
る
。
裏
面
の
木
〔臣
杞
吉
兵
衛
と
木
下
〔融
鬼
衛

に
関
係
の
あ
っ
た
荷
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
本
資
料
か
ら
は
不

明
で
あ
る
。
裏
面
上
部
の
④
は
屋
号
で
あ
ろ
う
。

０
い
は
北
側
の
屋
敷
地
に
あ
た
る
三
二
四
号
遺
構
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
前

述
し
た
よ
う
に
本
遺
構
の
廃
棄
年
代
は

一
人
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
で

あ
り
、
こ
の
年
代
に
近
い
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
版
の

「駿
河
台
小
川
町
図
」

に
よ
る
と
、
本
調
査
区
に
あ
た
る
屋
敷
は
東
條
家
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
①
は
上
部
を
欠
損
し
た
状
態
で
出
上
し
た
が
、
欠
損
し
た
部
分
に
は
国

名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
如
意
村
は
大
和
国
葛
下
郡
上
太
田
村
の

こ
と
で
、
東
條
家
の
領
地
で
あ
っ
た
。
現
在
の
奈
良
県
当
麻
町
に
あ
た
る
。
和

田
甚
右
衛
門
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
④
は
部
屋
に
関
す
る
記
述
で
あ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

①
ｌ
Ｏ
が
出
土
し
た
三
四
五
号
遺
構
も
北
側
の
屋
敷
に
あ
た
り
、
い
ず
れ
の

木
簡
に
も
東
條
と
い
う
名
が
認
め
ら
れ
る
。
⑤
は
宮
重
人
郎
左
衛
門
の
身
分
を

明
か
す
鑑
札
で
あ
る
。
内
容
は
宮
重
人
郎
左
衛
門
が
東
条
平
右
衛
門
の
家
臣
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
裏
面
に
は
主
人
で
あ
る
平
右
衛
門
の
署
名
捺
印
が
あ
る
。

ま
た
表
の
元
号
を
延
享
と
す
る
と
、
延
享
四
年
は

一
七
四
七
年
に
あ
た
り
、
こ

れ
は
遺
構
の
廃
棄
年
代
と
も

一
致
す
る
。
０
に
認
め
ら
れ
る
本
多
備
前
守
を
名

乗
る
人
物
は
数
名
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
本
多
貞
尚
が
備
前
守
に
叙
任
さ

れ
た
の
は
、
享
保

一
四
年
に
叙
任
さ
れ
た
志
摩
守
を
あ
る
時
点
で
解
任
さ
れ
て

以
降
、
彼
が
死
亡
す
る
廷
享
二
年
ま
で
の
間
で
あ
り
、
遺
構
の
廃
棄
年
代
に
属

も
近
い
。
本
多
貞
尚
は
紀
伊
で
徳
川
吉
宗
に
仕
え
、
享
保
元
年

（
一
七
三
〇

裏
繭
［
一
碑
□嶋っ
輩
靭
拗
練
め
蕩
撃
嘲
勲
尊
靭
鞠
海
瑯
に
宛
て
た
荷
札
で
あ
る
。

本
遺
跡
の
文
献
史
的
知
見
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
の
伊
能
秀

明
氏
の
調
査
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
氏
に
は
本
稿
で
紹
介
し
た
木
簡
の
釈

読
に
あ
た
っ
て
も
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡

調
査
団
の
島
村
時
子
、
三
谷
菊
子
、
小
池
幸
枝
、
小
松
政
毅
の
各
氏
に
は
実
測

作
業
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
調
査
団

『江
戸
駿
河
台
の
旗
本
屋
敷
　
明
治
大
学

記
念
館
前
遺
跡
発
掘
調
査
槻
報
』
盆

九
九
八
年
）

伊
能
秀
明

『法
制
史
料
研
究
２
』
（巌
南
堂
書
店
　
一
九
九
七
年
）

（追
川
吉
生

〈明
治
大
学
博
物
館
》




